
初
期
日
本
天
台
宗
教
學
形
成

の
基
調

(
竹

田
)

六
六

初
期
日
本
天
台
宗
教
學
形
成

の
基
調

竹

田

暢

典

日
本
佛
教
史
に
於

い
て
は
、
廣
汎
多
岐
に
わ
た
づ
て
展
開
し
き
た
つ

た
天
台
教
學
の
究
明
は
、
特
に
重
要
な
問
題
と
思
わ
れ
る
が
、
今
、

こ

こ
で
は
、
宗
祀
傳
教
大
師
最
澄
を
中
心
と
す
る
人

々
に
よ
つ
て
形
成
さ

れ
た
初
期
日
本
天
台
宗
敏
學
が
、
如
何
な
る
基
調

に
立
脚

し
て
い
た

か
、
と

い
う
鮎
を
中
心
と
し
て
、
新
た
な

一
視
鮎
か
ら
問
題
提
起
を
行

い
、
そ
れ
に
關
す
る
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

二

桓
武
天
皇
の
治
政
は
、
天
鷹
元
年

(七
八

一
)
、
帥
ち
、
傳
敏
大
師
が

近
江
國
分
寺
の
僧
關
を
補

つ
て
得
度
し
た
年
の
翌
年
に
始
ま
り
、
延
暦

二
十
五
年

(八
〇
六
)
、印
ち
、
大
師
に
よ
る
天
台
法
華
宗
開
創
の
年
ま

で
、
二
十
五
年
間
に
わ
た
り
、
新
都
造
螢
と
蝦
夷
遠
征
と
い
う
二
大
事

業
を
は
じ
め
、
種

々
の
施
策
が
強
力
に
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
革
新
政

治
の
行

わ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
が
、
し
か
も
、
所
期
の
成
果
が
必
ず

し
も
充
分
に
は
あ
が
ら
な
か
つ
た
面
も
あ
り
、
そ

の
後
、
弘
仁
元
年

(八
一
〇
)
に
於
け
る
季
城
上
皇
の
叛
以
後
は
、
嵯
峨
天
皇

の
や
や
安

定
し
た
治
政
に
移
行
し
て
ゆ
く
様
相
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ

の
間
に
於
け
る
弘
仁
十
三
年

(
八
二
二
)
が
、

ま
さ
に
大
師
入
滅

の
年

に
相
當
す
る
。

さ
て
、
當
時
の
宗
敏
界
の
實
状
を
直
覗
す
る
に
、
す
で
に
周
知
の
よ

う
に
、
奈
良
時
代
以
降
の
僧
尼
の
腐
敗
、
堕
落
は
極
め
て
甚
だ
し
く
、

そ
の
多
年
に
わ
た
る
積
弊
は
、
光
仁
天
皇
の
寳
轟
十

一
年

(
七
八
〇
)

の
戒
飾
の
詔
に
よ
つ
て
も
改
め
ら
れ
ず
、
そ

の
他
の
如
何
な
る
時
代
に

も
類
例
を
見
な
い
ほ
ど
嚴
格
で
あ
つ
た
、
と
評
せ
ら
れ
る
桓
武
天
皇
治

下
に
於
け
る
寺
院
、
僧
尼
取
締
り
の
事
實
を
招
來
す
る
に
至
つ
た
の
で

あ
る
。
印
ち
、
延
暦
二
年

(
七
八
三
)
よ
り
同
二
十
四
年

(
八
〇
五
)
に

至
る
ま
で
の
圭
な
る
戒
筋
の
令
の
み
で
も
、

三
十
有
蝕
種
を
数
え
得
る

(
1
)

と
い
い
、
各
般
の
面
か
ら
す
る
敢
界
刷
新
政
策
が
、
強
力
に
推
進
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

斯
く
て
、
初
期
日
本
天
台
宗
敬
學
が
、
右

の
よ
う
な
積
弊

一
掃
を
意
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圖
せ
る
革
新
政
治
の
遂
行
さ
れ
て
い
た
時
代
に
、
傳
教
大
師
を
中
心
と

す
る
人

々
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
、
と
い
う
事
實
は
、
特
に

強
く
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

三

傳
教
大
師
教
學
が

中
國
天
台
宗
教
學
の
傳
統
に
立
脚
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
實
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
、
そ
の
特
質
が
如
何

な
る
貼
に
存
し
、
大
師
が
、
そ
れ
を
如
何
に
把
握
し
、
如
何
に
展
開
さ

せ
て
、
日
本
天
台
宗
教
學
を
形
成
、
確
立
す
る
に
至
つ
た
か
、
と
い
う

問
題
に
考
察
を
加
え
、

大
師
敢
學
の
思
想
史
的
先
躍
を
探
求
し
て
み
た

い
。中

國

天
台
宗
教
學
の
特
質
を
最
も
明
瞭
に
示
す
も
の
は
、
そ
の
開
創

者
た
る
天
台
大
師
智
頻
そ
の
人
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
郎
ち
、
古
來
、
し

ば
し
ば
贅
揚
さ
れ
き
た
つ
た
敏
観
讐
美
の
學
風
が
、

そ
の
組
天
台
大
師

の
思
想
、
教
學
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
云
う
ま
で
も
な
い
。
大

師
の
法
華
三
大
部
撰
述
と
い
う
事
實
は
、
そ
れ
を
最
も
端
的
に
示
し
て

い
る
例
謹
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
眞
理
と
表
象
と
を

一
如
の
も
の
と
し
て
把
握
し
て
ゆ
く
天
台

教
學
は
、
同
時
に
、
把
握
す
る
圭
燈
と
把
握
さ
れ
る
客
髄
も
亦
不
二
な

る
も
の
と
す
る
の
で
あ
り
、
斯
か
る
二
元
封
立
的
観
念
の
排
除
は
、
當

然
、

一
乗
の
原
理
に
基
調
を
お
く
も
の
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
斯

く
て
、
能
観
の

一
心
三
観
と
所
観
の
一
境
三
諦

と
は
不
二

一
膿
と
な

り
、
能
具
の

一
念
と
所
具
の
三
千
も
亦

一
髄
同

時
の
も
の
と
し
て
把
握

さ
れ
、

一
心
三
観
の
具
騰
化
は

一
念
三
千

へ
と
進
展
す
る
の
で
あ
り
、

ま
た
、

一
乗
の
原
理
は
三
種
敏
相
へ
と
展
開

し
、
三
種
教
相
に
基
づ
く

三
種
止
観
は
具
禮
的
實
践
の
方
途
た
る
四
種

三
昧

へ
と
展
開
し
、
更

に
、
二
十
五
方
便
、
十
乗
観
法
が
説
示
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
實

践
行
法
の
詳
述
は
摩
詞
止
観
の
廣
説
に
譲
り
、
今
は
、
天
台
大
師
に
於

け
る

一
念
三
千
の
把
握
の
あ
り
か
た
を
槍
討
,し
て
み
よ
う
。
郎
ち
、
摩

詞
止
観
巻
第
五
上
観
不
思
議
境
の
部
に
は
、
「
夫

一
心
具
十
法
界
、

一

法
界
又
具
十
法
界
、
百
法
界
。

一
界
具
三
十
種
世
間
、
百
法
界
即
具
三

千
種
世
間
。
此
三
千
在

一
念
心
。
若
無
心
而

已
。
介
爾
有
心
、
印
具
三

千
。
亦
不
言

一
心
在
前
、

一
切
法
在
後
。
亦
不
言

一
切
法
在
前
、

一
心

 

 

在
後
。
」
と
あ
り
、
圭
艦
の

一
念
と
客
膿
の
三
千
と
が
、
同
時
存
在
と

し
て
、
統

一
的
に
諦
観
、
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
こ

の
統

一
的
把
握
に
基
づ
く
思
想
、
教
學
の
構
成
、
髄
系
化
が
、
教
観
二

門
讐
美
の
學
風
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
の
最
も
端
的
な
表
明
が
、
法
華
玄
義
巻
第

三
下
行
妙
の
部
の

「智
目

(3
)

行
足
到
清
涼
池
。
」
と
い
う
有
名
な
文
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
理
事
不
二
、
修
性

一
等
の
教
學
は
、

こ
れ

を
人
間
個
々
人
の
側
か
ら
の
圭
禮
的
な
把
握

に
よ
つ
て
観
察
す
れ
ば
、

勿
論
、
理
論
的
研
究
と
實
践
的
修
行
と
の
併
修
、
統

一
の
重
要
性
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
、
理
に
立
脚
す
る
事
、

三
種

教
相
に
基
づ
く
三
種
止
観
の
読
示
さ
れ
る
意
義
の
重
要
性
も
あ
る
の
で

初
期
日
本
天
台
宗
教
學
形
成

の
基
調

(
竹

田
)

六
七
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初
期
日
本
天
台

宗
教
學
形
成

の
基
調

(
竹

田
)

六
八

あ
る
。

こ
こ
に
於

い
て
、
圓
頓
止
観
、
漸
次
止
観
、
不
定
止
観
の
そ
れ

ぞ
れ
が
、
摩
詞
止
観
十
巻
、
次
第
繹
門
十
巻
、
六
妙
法
門

一
巻
に
説
述

さ
れ
、

行
法
の
具
髄
的
、

實
践
的
な
方
途
が
、
四
種
三
昧
、

二
十
五
方

便
、
十
乗
観
法
な
ど
と
し
て
詳
説
さ
れ
て
い
る
意
義
が
、
正
し
く
理
解

さ
れ
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
教
観
二
門
の
讐
美
と
は
、
観
念
論
の
拒
否
、
抽
象
的

教
到
の
否
定
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
理
事
相
印
の
統

一
的
把
握

は
、
時

に
漕
長
は
あ

つ
て
も
、
中
國
天
台
宗
敏
學
の
傳
統
的
な
潮
流
と

し
て
、
後
世
に
縫
承
さ
れ
、
獲
展
し
て
い
つ
た
も

の
と
推
考
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

(
4
)

こ
の
鮎
に
關
し
て
は
、
か
つ
て
論
考
を
試
み
た
こ
と
で
あ
る
が
、
例

え
ば
、

中
國
天
台
思
想
史
に
於
け
る
戒
観
展
開
の
様
相
究
明
の
過
程
に

於
い
て
も
、
明
確
に
察
知
し
得
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、
天
台
大
師
よ
り

第
六
租
荊
漢
大
師
湛
然
を
経
て
そ
の
門
下
明
暖
に
至
る
ま
で
の
ほ
ぼ
二

百
年
間
に
わ
た
る
戒
観
展
開
史
上
の
特
徴
的
な
事
實
は
、
理
観
と
事
戒

と
の
相
帥
に
於
け
る
理
よ
り
事

へ
の
ウ

エ
イ
ト
の
移
行
に
存
す
る
。
印

ち
、
荊
漢
大
師
、
明
噴
の
二
師
共
に
、

い
わ
ゆ
る
心
法
戒
髄
、
實
相
心

戒
髄
の
基
本
的
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
も
、
同
時
に
、
具
骸
的
、
現
實
的

な
實
践
行
法
志
向
の
顯
著
な
態
度
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
色
心

二
法
の
辮
謹
法
的
統

一
を
そ
の
基
調
と
し
て
い
た
と
推
考
さ
れ
る
天
台

大
師
の
戒
観
を
纏
承
し
つ
つ
、
そ
れ
を
、
具
髄
的
、
現
實
的
な
方
途
に

よ
つ
て
、
強
力
に
護
展
、
轄
同
さ
せ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
荊
漢
大
師

に
よ
る
十
二
門
戒
儀
の
作
成
、

明
噴
に
よ
る
菩
薩
戒
経
義
疏
の
制
補
な

ど
の
業
績
は
、
そ
の
最
も
明
確
な
例
謹
と
云
え
よ
う
。
斯
く
て
、
例
え

ば
、
法
華
三
大
部
の
研
究
を
は
じ
め
、
幾
多

の
撰
述
に
見
ら
れ
る
荊
漢

大
師
の
業
績
な
ど
も
、

こ
れ
を
抽
象
的
、
教
釧
的
な
立
場
か
ら
の
み
眺

め
る
態
度
を
離
れ
、
具
艦
的
、
實
践
的
な
観
貼
か
ら
把
握
す
る
こ
と
の

重
要
性
が
要
請
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
契
機
の

一
面
が
大

師
の
戒
観
に
窺
わ
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
視
鮎
か
ら
、
大
師
に
結
晶
し

き
た
つ
た
中
國
天
台
宗
教
學
の
傳
統
を
再
槍
討
す
る
、
と
い
う
こ
と
の

必
要
性
が
考
慮
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
右
の
よ
う
な
中
國
天
台
宗
に
於
け
る
戒
観
展
開
史
上
の
特

(
5
)

徴
は
、
日
本
天
台
宗
に
も
及
び
、
か
つ
て
論
考

を
試
み
た
よ
う
に
、
傳

教
大
師
に
よ
る
戒
行
の
重
覗
と
い
う
事
實
に
表
明
さ
れ
る
に
至
つ
た
の

で
あ
る
。

四

傳
教
大
師
教
學
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
中
國
天
台
宗
教
學
の
理
念
、

傳
統
を
そ
の

一
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
開
創
に
な
る

天
台
法
華
宗
と
い
う
宗
名
か
ら
も
、
容
易
に
理
解
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
今
、
特
に
強
く
注
目
す

べ
き

こ
と
は
、
大
師

の
思
想
、
教
學

が
、
我
が
日
本
の
歴
史
的
、
肚
會
的
現
實
と
の
極
め
て
密
接
な
關
連
に

於
い
て
形
成
さ
れ
た
、
と
推
考
さ
れ
る
事
實
で
あ
る
。

先
ず
、
第

一
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
大
師

の
機
類
観
で
あ
る
。
部
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(6
)

ち
、
か

つ
て
論
考
を
試
み
た
こ
と
で
あ
る
が
、
大
師
は
、
前
述
せ
る
よ

う
な
卒
安
時
代
初
頭
に
於
け
る
肚
會
的
現
實
の
直
視
に
立
脚
す
る
危
機

意
識
を
内
包
し
つ
つ
も
、
ま
た
、
他
面
、

日
本
に
か
つ
て
小
乗
の
諸
宗

が
成
長
、
濁
立
し
な
か
つ
た
、
と
い
う
歴
史
的
現
實

の
把
握

に
立
脚

し
、
日
本
の
國
民
を
法
華

一
乗
の
機
、
圓
機
と
し
て
の
願
い
に
よ

つ
て

把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
端
的
な
表
明
と
し
て
、
守
護
國
界
章

巻
上
之
下
に
は
、
「當
今
人
機
皆
轄
攣
、
都
無
小
乗
機
。
正
像
稻
過
已
、

末
法
太
有
近
。
法
華

一
乗
機
、
今
正
是
其
時
。

何
以
得
知
。
安
樂
行
品

(
7
)

末
世
法
滅
時
也
。
」
と
あ
り
、
依
愚
天
台
宗
序
に
は
、
「我
日
本
天
下
、

(
8
)

圓
機
已
熟
、
圓
教
途
興
。
」
と
あ
る
も
の
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

更
に
、

こ
の
際
、
大
師
の
把
握
し
た
圓
機
が
、
利

他
行

に
働
む
行
爲

的
、
實
践
的
な
存
在
で
あ
り
、
圓
機
た
る
た
め
に
は
、
凡
聖
、
利
鈍
、

眞
俗

の
別
が
全
く
問
題
と
さ
れ
な
か
つ
た
、
と
い
う
事
實
が
、
強
く
想

起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

第
二
に
、
大
師
の
時
代
観
が
槍
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
師

ち
、
前
述
の
守
護
國
界
章
の
文
に
よ

つ
て
も
窺

わ
れ
る
よ
う

に
、
大

師
は
、
卒
安
時
代
初
頭
、
即
ち
、
初
期
日
本
天
台
宗
敢
學
形
成

期
を
像

末
末
初
の
時
期
と
し
て
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
大
師
の
斯
か
る

時
代
観

が
、
當
時

の
政
界
や
宗
教
界
の
腐
敗
、
堕
落
の
實
相
と
い
う
肚

會
的
現
實
の
直
視
を
有
力
な

一
因
と
し
た
こ
と
、
云
う
ま
で
も
な
く
、

斯
か
る
像
末
末
初
の
危
機
意
識
が
、
、圓
教
興
隆

へ
の
強
烈
な
使
命
感
を

喚
起
す
る
に
至
つ
た
、

と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
大
師
の
國
家
観
の
考
察
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

そ
の
最
も
特
徴
的
な
事
實
は
、
大
師
の
諸
撰
述
に
し
ば
し
ば
散
見
す
る

用
語
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
顯
戒
論
に
は
、
「
傳
戒
護
國
」
、

「除
災
護
國
」
、
「除
難
護
國
」
な
ど
の
表
現
が
あ
り
、
山
家
學
生
式
に

は
、
「守
護
國
家
」
、
「
利
釜
國
家
」
な
ど
の
表

現
も
あ
り
、
更
に
、
守

護
國
界
章
に
は
、
「
守
護
國
界
」
な
る
表
現
が
、
本
文
申
に
三
度
用

い

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
書
名
と
し
て
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
事
實
か
ら
明
瞭

に
看
取
し
得
る
よ
う
に
、
大
師
は
、
極
め
て
明
確
、
強
烈
な
國
家
観
を

有
し
て
い
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
特
に
興
味
深

く
思
わ
れ
る
表
現
が
、
守
護
國
界
章
の
巻
末

に
あ
る
。
帥
ち
、
巻
下
之

下
に
は
、
「
庶
而
今
而
後
、
國
無
諺
法
聲
、
萬

民
不
減
数
、
家
有
讃
経

 

 

頗
、
七
難
令
退
散
。
守
護
國
界
、
盗
謂
其
斯
欺
。
」
と
あ

り
、
守
護
國
界

の
意
味
内
容
が
極
め
て
具
髄
的
に
表
明
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
大
師

の
こ
の
願
い
が
、
萬
民
を
念
頭
に
お
い
た
も

の
で
あ
る
黙
に
、
今
、
強

く
注
目
し
た
い
。
斯
く
て
、
國
家
と
い
う
現
實
の
場
を
重
覗
し
た
大
師

の
國
家
意
識
は
、
杜
會
的
現
實
の
直
視
に
基
づ
く
危
機
意
識
を
内
包
し

つ
つ
も
、
歴
史
的
事
實
認
識
、
即
ち
、
我
が

日
本
に
か
つ
て
小
乗
の
諸

宗
が
成
長
、
濁
立
し
な
か
つ
た
、
と
い
う
歴
史
的
現
實
認
識
と
結
び
つ

き
、
我
が
國
を
大
乗
の
國
、
大
機
の
國
と
し

て
把
握
す
る
に
至
つ
た
、

と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
大
師
の
戒
観
の
究
明
が
要
請
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

こ
の
貼
に
關
し
て
は
、
す
で
に

一
言
論
及
し
た
よ
う
に
、
か

初
期
日
本
天
台
宗
敢

學
形
成

の
基
調

(
竹

田
)

六
九
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初
期

日
本
天
台
宗
教
學
形
成

の
基
調

(
竹

田
)

七
〇

(
1
0
)

つ
て
論
考
を
試
み
た
こ
と
で
あ
る
が
、
大
師
が
、
根
本
的
、
理
念
的
な

戒
法
、
戒
騰
の
問
題
に
は
、
そ
の
重
要
性
を
充
分
に
認
識
し
な
が
ら

も
、

つ
い
に
深
く
は
立
ち
入
ら
ず
、
む
し
ろ
、
戒
行
を
極
め
て
重
覗
し

て
い
た
、
と
い
う
事
實
を
明
確
に
想
起
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
斯
く

て
、
戒
行
の
重
視
は
、
當
然
、
人
間
の
行
爲
的
實
践
の
重
覗
、
利
他
行

の
奪
重

へ
と
結
ば
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
四
鮎
、
郎
ち
、
機

の
重
覗
、
時

の
直
覗
、
國

の
把

握
、
戒

の
確
立
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
々
ば
ら
ば
ら
に
な
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、

相
互
に
有
機
的
な
關
連
を
保
持
し
合

つ
て
い
た
の
で
あ
り
、
更

に
、
そ
れ
ら
と
中
國
天
台
宗
敢
學
の
傳
統
と
の
關
連

の
基
調

に
立

つ

て
、傳
敏
大
師
教
學
が
形
成
さ
れ
て
い
つ
た
事
實
に
、
注
目
し
な
け
れ
ば

な
る
ま

い
。
殊
に
、
卒
安
時
代
初
頭
に
於
け
る
我
が
國
の
歴
史
的
、
肚

會
的
現
實
の
認
識
に
基
づ
く
そ
の
時
代
観
、
國
家
観
は
、
大
師
教
學
形

成
に
於
け
る
最
も
有
力
な
基
底
的
條
件
で
あ
り
、

こ
の
條
件
に
立
脚
し

て
、
そ

の
特
異
な
機
類
観
が
樹
立
さ
れ
、
更
に
、
圓
機
育
成
の
具
艦
的

方
法
た
る

一
乗
戒
の
顯
獲
、
弘
通
と
、
圓
機
に
相
鷹
す
る
法
華

一
乗
の

教
學
た
る
圓
数
の
興
隆
と
が
、
特
に
強
く
希
求
さ
れ
る
に
至
つ
た
も
の

と
推
考

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
機
類
観
と
の
關
連
に
於
い
て
表
明
さ
れ
て
い
る
大
師
の
教
説

に
つ
い
て
、
若
干
論
及
し
て
み
よ
う
。
印
ち
、
例
え
ば
、
守
護
國
界
章

巻
上
之
上
に
は
、
「
夫
於

一
佛
乗
者
、
根
本
法
華
教
。

分
別
説
三
者
、

隠
密
法
華
教
。
唯

一
佛
乗
者
、
顯
説
法
華
教
。
妙
法
華
之
外
、
更
無

一

句
経
、
唯

一
乗
之
外
、
更
無
鯨
乗
等
。
随
機
有
千
名
、
随
根
有
淺
深
。

諸
有
智
者
、
善
思
念
之
。

一
代
経
教
、
莫
執
優
劣
。
但
已
開
未
開
、
佛

(
1
1
)

説
淺
深
、
今
爲
洗
偏
執
、
格
量
功
徳
也
。
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
観
念

的
、
抽
象
的
教
到
の
否
定
者
た
る
大
師
の
躍
如
た
る
面
目
が
明
確
に
看

取
さ
れ
、
ま
た
、
初
期
日
本
天
台
宗
敏
學
の
根

本
的
教
説
も
明
瞭
に
察

知
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
更
に
、
同
じ
く
巻
上
之
中
に
は
、
「
我
大
牟
尼

尊
、
未
顯
眞
實
。
守
明
珠
於
髪
中
、
待
圓
機
於
塔
裏
。
…
…
我

大
牟
尼

(
1
2
)

韓
、
時
機
皆
成
熟
、
先
説
無
量
義
、
次
説
妙
法
華
、
後
説
大
浬
葉
。」

と
あ
り
、
ま
た
、
法
華
秀
句
巻
上
本
に
は
、
「夫

一
乗
本
法
者
、
待
時

待
機
。
機
熟
時
至
、
佛
乃
読
此
。
佛
待
頓
機
熟
、
説

一
乗
頓
教
。
當
知
。

聲
聞
弟
子
、
頓
機
今
熟
、
説
法
華
経
。
…
…
夫
頓
悟
機
熟
、
読
頓
時

至
、
爾
時
諸
佛
、
鷹
機
説
頓
。
當
知
。
法
華
経
、
機
頓
教
頓
、
是
實
是
圓

(
1
3
)

也
。
」
と
あ
り
、
大
師
が
、
法
華
経
の
説
時
を
機
根
の
熟
す
る
時
と
し
、

一
佛
乗
の
機
類
を
法
華
経
の
封
象
と
し
て
把
握

し
て
い
た
事
實
を
、
明

確
に
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
師
が
、
如
何
な
る
具
髄
的
な
願

い
に
基
づ
い
て
、
圓

機
の
生
活
實
践
軌
範
た
る
圓
戒
、
法
華

一
乗
の
敏
學
を
基
礎
理
論
と
す

る

一
乗
戒
を
把
握
し
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
興
味
深
い

表
現
が
、
顯
戒
論
の
冒
頭
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
引
用
し
て
み
た
い
。

帥
ち
、
省
上
に
は
、
「我
今
顯
護

一
乗
戒
、
利

樂

一
切
諸
有
情
。
爲
開

圓
戒
造
此
論
。
仰
願
常
住
深
三
寳
、
冥
護
顯
護
無
妨
難
。
傳
戒
護
國
謹

(
1
4
)

後
際
。
」
と
あ
り
、

一
乗
戒
顯
獲
の
目
的
が
、
鎭
護
國

家
、
利
樂
有
情
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の
願
い
に
基
づ
く
こ
と
が
、
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
傳
教
大
師
教
學
の
形
成
は
、
法
華

一
乗
の
理
念

を
根
本
と
し
、
教
観
讐
美
の
學
風
に
基
づ
き
な
が
ら
、

し
か
も
、
理
よ

り
事
へ
と
ウ
エ
イ
ト
が
移
行
し
て
い
つ
た
中
國
天
台
宗
教
學
の
傳
統
に

立
脚
し
つ
つ
、
そ
れ
と
我
が
日
本
の
歴
史
的
、
肚
會
的
現
實
認
識
に
基

づ
く
諸
條
件
と
の
關
連
を
基
調
と
し
て
い
た
、

と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

五

傳
教
大
師
教
學
の
特
質
が
、
法
華

一
乗
の
原
理
を
そ
の
根
基
と
す
る

鮎
に
あ
り
、
更
に
、
抽
象
的
敢
到
の
否
定
、
具
膿
的
現
實
の
重
視
に
基

づ
く
行
爲
的
實
践
の
尊
重
に
存
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
論
述
せ
る
と
お

り
で
あ
る
。
斯
く
て
、
大
師
教
學
の
正
確
な
理
解
は
、
當
然
、
現
實
的

諸
條
件
、

邸
ち
、
機
、
時
、
國
、
戒
の
総
合
的
な
把
握
に
よ
つ
て
の
み

完
全
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
見
き
た
つ
て
こ
こ
に
至
れ
ば
、
大
師

教
學
が
、
有
機
的
、
総
合
的
な
實
践
教
學
で
あ
る
こ
と
は
、
今
や
、
明

白
な
事
實

で
あ
る
。

斯
か
る
認
識
に
立
脚
し
て
は
じ
め
て
、
例
え
ば
、

い
わ
ゆ
る
四
宗
融

合
な
る
も

の
の
意
義
も
、
正
確
に
理
解
し
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

即
ち
、
戒

に
關
し
て
は
、
す
で
に
言
及
せ
る
と
お
り
で
あ
り
、
更
に
、

密
、
潭
も
、
圓
教
に
相
鷹
す
る
實
践
行
法
と
し
て
把
握
さ
れ
得
る
か
ら

こ
そ
、
高

い
債
値
が
賦
與
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
、

大
師
が
、
そ
の
創
建
せ
る
道
場
を

一
乗
止
観
院
と
名
づ
け
、
爾
業

の
學

生
を
止
観
業
、
遮
那
業
と
よ
ん
で
い
る
事
實
も
亦
、
行
爲
的
實
践
尊
重

の
端
的
、
明
確
な
例
誰
で
あ
ろ
う
。

思
う
に
、
大
師
教
學
の
根
基
が
築
か
れ
つ
つ
あ

つ
た
時
代
、
印
ち
、

延
暦
年
間
は
、
そ
れ
以
前

の
多
年
に
わ
た
る
積
弊

の

一
掃
が
意
圖
さ
れ

つ
つ
も
、
必
ず
し
も
所
期
の
効
果
が
あ
が
ら
ず
、

ま
た
、
前
述
せ
る
二

大
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
革
新
的
施
策
の
遂
行
に
よ
る
不
安
、

動
揺
の
時
期
で
も
あ
り
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
國
民
の
指
導
理
念
た
る
べ
き

新
教
學
の
速
か
な
樹
立
が
要
請
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
鷹
ず

る
も
の
と
し
て
、
天
台
法
華
宗
が
成
立
す
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

そ

し
て
、
日
本
天
台
宗
の
開
創
を
、
法
華

一
乗
の
理
念
に
基
づ
く
實
践
教

學
具
膿
化
の
最
も
効
果
的
な
方
途
と
し
て
把
握
す
る
時
、
開
宗
後
に
於

け
る
大
師
の
精
力
的
な
實
践
活
動
の
意
義
も
亦
、

よ
り

一
層
正
確
に
理

解
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六

傳
教
大
師
門
下
の
人
々
が
、
大
師
教
學
を
如
何
な
る
態
度
で
縫
承
、

護
展
さ
せ
て
い
つ
た
か
は
、
日
本
天
台
宗
教
學
成
立
史
に
於
け
る
興
味

あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
今
は
、
そ
の
特
徴
的
な

一
、
二
の
事
實
の
指
摘

に
と
ど
め
た
い
。

周
知
の
と
お
り
、
大
師
示
寂
後
の
宗
門
に
於
け

る

一
般
的
傾
向
と
し

て
は
、
そ
の
酒

々
た
る
密
敢
化
の
風
潮
を
観
察
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
前

初

期
日
本
天
台
宗
敢
學
形
成

の
基
調

(
竹

田
)

七

一
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初
期
日
本
天
台
宗
教
學
形
成

の
基
調

(
竹

田
)

七
二

述
の
睨
貼
に
立
て
ば
、
そ
れ
は
、
大
師
に
よ
る
止
観
、
遮
那
爾
業
併
置

の
思
想
を
繊
承
し
、
實
践
行
法
た
る
密
教
の
振
充
、
強
化
に
意
を
用

い

た
も
の
で
あ
る
、
と
評
し
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
慈
畳
大
師
圓
仁
、
智
謹

大
師
圓
珍
、

安
然
な
ど
の
諸
師
の
業
績
に
基
づ
く
台
密
の
獲
展
も
亦
、

斯
か
る
見
地
か
ら
の
み
正
當
に
理
解
し
得
る
も
の
と
推
考
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

ま
た
、
傳
述

一
心
戒
文
及
び
叡
山
大
師
傳
の
著
者
と
し
て
、
租
意
宣

揚
の
た
め

に
挺
身
せ
る
門
下
の
人
々
が
、
そ
の
業
績
に
ふ
さ
わ
し
く
、

一
乗
光
定
、

一
乗
仁
忠
な
ど
と
い
う
名
で
よ
ば
れ
て
い
る
事
實
は
、
大

師
教
學
の
基
調
の
明
確
な
表
明
で
も
あ
り
、
門
下
に
よ
る
宗
租
教
學
纒

承
の
態
度

の
端
的
な
表
現
で
も
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
、
思
う
に
、

一
乗
の
原
理
の
信
念
的
な
把
握
と
歴
史
的
、
肚

會
的
現
實
の
適
確
な
認
識
と
の
關
連
を
基
調
ど
し
て
形
成
さ
れ
た
初
期

日
本
天
台
宗
敢
學
は
、
や
が
て
、
そ
の
後
の
日
本
佛
敏
思
想
獲
展
の
基

底
と
な
り
、
宗
の
内
外
に
わ
た
つ
て
、
大

い
な
る
實
践
的
展
開
を
と
げ

て
い
つ
た
、
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
鎌
倉
佛
敏
諸
宗
の

成
立
は
、

そ
の
最
も
顯
著
な
例
讃
で
あ
ろ
う
。

1

辻
善
之
助
博
士

「
日
本
佛
敢
史
」

一
、
二
三
六
頁

2

正
藏
四
六
、

五
四
頁
a

3

同

三
三
、
七
一
五
頁
b

4

拙
稿

「
高
租
よ
り
宗
祀
に
至
る
戒
観
の
展
開
」
(天
台
學
報
第
七
號
、

三
五
頁
-
四
六
頁
)

5

拙
稿

「
傳
敏
大
師

の
戒
観
」
(
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
十
二
巻
第
二
號
、

二
三

一
頁
-

二
三
五
頁
)

6

同

「
傳
教
大
師

の
機
類
観
」
(
印
度
學
佛
敢
學
研
究
第
十
三
巻
第

二
號
、

二
三
八
頁
-

二
四
三
頁
)

7

傳
教
大
師
全
集

一
、
三

八
七
頁

8

同

二
、
五
八
三
頁

9

同
,

一
、
七

一
八
頁

10

拙
稿

「
傳
敏
大
師

の
戒
観
」
(
前
掲
書
)

11

傳
教
大
師
全
集

一
、
二
〇
九
頁

12

同

右
、

二
六
七
頁
-

二
六
八
頁

13

同

二
、

一
七
頁
-

一
八
頁

14

同

一
、

一
六
頁
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